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 要 旨   

目的：アルコール使用障害（AUD）は、脳のストレスおよび報酬回路の神経適応と関連してい

る。このような神経適応が治療開始時の断酒日数の影響を受けるか、また、治療初期の多飲に

影響するかどうかは不明である。このため、脳活動への断酒日数の影響の評価や、脳活動によ

る外来治療初期の飲酒の前向き評価を目的とした。 

 

方法：研究 1では、44 名の治療中の AUD患者と 43名の人口統計学的にマッチした健常対照者

が慢性的なアルコール乱用に関連する機能異常を特定するために機能的 MRI (fMRI) 実験に

参加した。ストレス画像、アルコール画像、中立画像に対する脳の反応を評価した。 

研究 2では、69名の治療中の AUD患者を対象に、治療開始時の fMRI反応が断酒の影響を受け

ているかどうか、また初期の大量飲酒を前向きに予測しているかどうかを評価した。 

 

結果：研究 1 では対照群と比較して、AUD 患者は、中立画像に対し腹内側前頭皮質（vmPFC）

で有意な活動を示した。一方、中立画像と比較してストレス画像やアルコール画像に対する脳

活動は、vmPFC と腹側線条体において有意に低かった。研究 2 では、この前頭前野-腹側線条

体の特異的な機能障害は、断酒日数の少なさと相関し、その後の 2週間の治療期間中の大量飲

酒日数の増加も予測された。 

 

結論：治療開始時の断酒日数は、AUD患者のストレス画像やアルコール画像に対する前頭前野

-線条体の反応応の機能障害に大きく影響し、この機能障害の重症度は、治療初期の大量飲酒

を予測した。この前頭前野-線条体の機能異常を標的とした治療法は、AUD の早期治療成果を

改善する可能性がある。 

 


